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2014年（平成26年）3月〔№240〕

西部楽酪会 2/14　西部事業所

東部管内青年部、庄原メンバーズクラブ 2/6　おかやま酪農業協同組合

東
部
・
庄
原
の
青
年
部

　
　
牛
の
行
動（
蹄
）の
重
要
性
を
学
ぶ

　

東
部
管
内
青
年
部（
部
長 

山
本
雅
陳
）
と
庄
原
メ

ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ（
会
長 

藤
岡
裕
士
）は
「
お
か
や
ま

酪
農
業
協
同
組
合
」で
開
催
さ
れ
た
「
酪
農
文
化
セ
ミ

ナ
ー
」に
事
務
局
を
含
め
二
十
名（
東
部
八
名
、
庄
原

九
名
、
広
酪
三
名
）が
参
加
し
、
併
せ
て
交
流
会
も

開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
経
済
的
な
牛
に
優
し
い
牛
床
管

理
と
そ
の
技
術
の
成
功
事
例
」と
題
し
て
、
ア
ン
ナ 

キ
ャ
ト
リ
ン 

ボ
ル
ベ
ル
グ
博
士
か
ら
①
牛
舎
内
の
牛

の
行
動
、
②
敷
料
の
少
な
い
牛
床
管
理
の
最
新
技
術
、

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
と
マ
ッ
ト
床
の
フ
ロ
ア
の
三
つ

の
柱
に
関
し
て
説
明
を
受
け
た
。

　

特
に
「
牛
の
行
動
」か
ら
蹄
の
構
造
や
負
担
状
況

等
の
解
説
の
も
と
に
、
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る

改
善
方
法
の
紹
介
が
さ
れ
た
。
欧
州
で
は
家
畜
の

二
十
五
％
が
跛
行
を
呈
し
、
牛
群
の
十
二
％
が
淘
汰

さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
跛
行
疾
患
の
対
策
を
重
要

視
し
て
い
る
と
あ
っ
た
。

　

牛
は
二
十
四
時
間
の
内
、
一
日
、
十
三
時
間
を
横

臥
に
あ
て
て
い
る
事
か
ら
「
如
何
に
快
適
に
寝
か
せ

て
や
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
滑
っ
た
り
、
痛
か
っ
た

り
、
恐
怖
感
を
与
え
る
状
況
で
は
快
適
と
は
言
え

な
い
。
蹄
は
柔

ら
か
い
も
の
の

上
を
歩
く
の
に

適
し
た
構
造
に

な
っ
て
お
り
、

言
い
換
え
る
と

圃
場
の
状
態
を

作
っ
て
や
る
か

が
健
康
な
蹄
を

構
成
さ
せ
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、マ
ッ

ト
の
上
で
そ
れ
ぞ

れ
行
動
し
て
い
る

牛
の
比
較
で
は
、

マ
ッ
ト
の
方
で
よ

く
動
き
、
蹄
の
角

質
も
締
ま
り
、
毛

繕
い
を
し
て
発
情

行
動
も
分
か
り
易

く
な
る
デ
ー
タ
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

講
義
で
は
日
本
初
「
牛
の
歩
行
時
の
蹄
の
接
地
面

の
動
き
」（
後
ろ
、
横
、
前
）に
触
れ
、
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
が
公
開
さ
れ
た
が
、
外
蹄
か
ら
内
蹄
へ

と
、
か
か
と
か
ら
つ
ま
先
へ
と
歩
行
す
る
事
が
は
っ

き
り
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
外
蹄
へ
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
、
病
気
に
な
る
九
割
が
外
蹄
と
理
解

で
き
、
外
蹄
の
方
が
約
三
㎜
内
蹄
よ
り
長
い
事
も
分

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
削
蹄
が
求
め
ら
れ

る
事
も
説
明
さ
れ
た
。

　

牛
床
マ
ッ
ト
「
P
e
d
i
K
U
R
A（
ペ
デ
ィ
ク

ラ
）」は
表
面
上
に
鉱
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
摩
耗
す

る
こ
と
で
蹄
の
形
状
が
維
持
出
来
る
と
あ
っ
た
。

　

今
回
、
青
年
部
同
士
の
交
流
会
と
し
て
参
加
を

募
っ
た
が
行
程
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
十
分
な
交
流
時

間
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
し
か
し
講
演
参
加
を
共
に

し
た
こ
と
は
、
今
後
の
共
通
課
題
へ
の
解
決
に
向
け

有
意
義
で
あ
っ
た
も
の
と
感
じ
た
。
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

　

西
部
楽
酪
会（
会
長　

砂
子
拓
也
）
は
、
カ
ネ
コ
種
苗

（
株
）く
に
さ
だ
育
種
農
場
か
ら
清
水
一
氏
を
招
き
、「
自

給
飼
料
と
良
質
サ
イ
レ
ー
ジ
」と
題
し
た
研
修
会
を
開
催

し
会
員
ら
十
三
名
が
参
加
し
た
。
砂
子
会
長
は
「
今
回
の

研
修
を
活
か
し
、
良
い
自
給
飼
料
を
作
り
ま
し
ょ
う
」と

呼
び
か
け
た
。

　

清
水
氏
は
、「
現
在
の
酪
農
経
営
環
境
は
、
生
産
資
材

の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
悪
い
状
態
に
お
か
れ
、
購
入
飼

料
経
費
は
約
四
割
を
占
め
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
購

入
乾
草
・
配
合
飼
料
の
給
与
量
を
共
に
減
ら
す
こ
と
は
難

し
く
、
購
入
乾
草
を
自
給
飼
料
に
置
き
換
れ
ば
、
そ
れ
は

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
。
こ
の
た
め
、
如
何
に
良
質
な

自
給
飼
料
を
生
産

す
る
か
が
焦
点
と

な
る
」と
し
て
、
種

子
の
品
種
紹
介
や

サ
イ
レ
ー
ジ
調
整

を
行
う
際
の
方
法

等
が
説
明
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
コ
ス

ト
削
減
を
如
何
に

行
え
ば
良
い
か
に

興
味
を
持
ち
聴
講

し
て
い
た
。

良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
か
ら

コ
ス
ト
削
減
へ
!!
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広酪西部ミルク会 2/10　西部事業所

　

三
原
市
酪
農
振
興
会（
会
長　

新
舎
和
久
）は
会
員
ら
二
十
名
が
出
席
し
て
慰
霊
祭

を
行
っ
た
。
新
舎
会
長
は
貢
献
乳
牛
へ
の
慰
霊
と
感
謝
の
言
葉
を
読
み
上
げ
、
続
い

て
三
原
市
長（
代
読
）か
ら
は
亡
き
乳
牛
達
に
酪
農
経
済
発
展
と
市
政
発
展
へ
の
貢

献
、
栄
養
豊
か
な
牛
乳
・
牛
肉
か
ら
の
市
民
へ
の
健
康
寄
与
に
対
す
る
御
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
た
。
法
要
で
は
地
元
住
職
に
よ
る
佛
説
阿
弥
陀
経
を
全
員
で
唱
え
供
養

を
行
っ
た
。

　

供
養
を
終
え
て
、
新
舎
会
長
か
ら
は
「
全
国
的
な
乳
量
の
伸
び
悩
み
、
飼
料
高
騰
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
難
航
等
、
二
十
六
年
度

も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
中
で
自

分
達
に
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
年
一
回
、
慰
霊
祭

が
出
来
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
牛
へ
の
感
謝
を
き
っ
か
け
に
飼
養

管
理
へ
の
心
が
け
を
新
た
に
よ
り
一
層

我
々
も
向
上
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
」と

関
係
機
関
・
会
員
へ
の
協
力
に
対
す
る

御
礼
と
共
に
会
員
ら
に
呼
び
か
け
た
。

　

広
酪
か
ら
出
席
の
岩
竹
重
城
組
合
長

は
、
全
国
の
酪
農
情
勢
を
交
え
、
新
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
、
乳
価
値
上
運
動
等
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
、
昼
食
を
交
え
た

関
係
機
関
等
か
ら
の
情
報
伝
達
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

三原市酪農振興会 2/28　久井倉庫

乳
牛
慰
霊
を
機
に

飼
養
管
理
徹
底
を
誓
う

　広酪西部ミルク会（会
長　砂子靖子）は、北広
島町花き生産者の岡広勲
さんを講師に招いて、恒
例のフラワーアレンジメ
ント教室を開催し、会員
１４名が参加した。砂子
会長は「今年度最後の行
事になりますがこの日を
楽しみにしていました。
今日は家族のため精一杯
頑張って造りましょう」
と挨拶された。
　今年は、陶器の器の周囲にシサグラス（植物の繊維）をほぐして貼り付けることから始まった。
　この作業には、少々手間取られたものの約１時間で綺麗な作品が完成した。講師の岡広さんからは、会員
対象の抽選で決定した５名に対して腹巻きがプレゼントされ、岡広さんからは「寒い冬を乗り越えて頂きたい」
とのメッセージの言葉が添えられた。
　昼食を挟んで広酪西部事業所の寺道弘生所長から酪農情勢が報告され、会員相互の懇親を深めた。また、
地域の拠り所である西部事業所会議室の清掃も行われ、個性豊かな作品を手に心躍らせて帰路につかれた。

愛する家族に感謝を込めて♡

（家族への思いを込めた作品を前に記念スナップ）
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東
部
活
性
化
連
絡
協
議
会（
会
長　

山
本
芳
紀
）
は
、
第

二
十
二
回
東
部
管
内
組
合
員
交
流
会
を
開
催
し
、
総
勢

五
十
四
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
山
本
芳
紀
会
長
は
「
今
年
も
交
流
会

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
本
日
は
多
数
出
席
頂
き
元
気
な
顔
が

見
ら
れ
て
大
変
嬉
し
い
で
す
。
今
日
一
日
を
活
力
と
し
て
今

後
も
よ
り
一
層
酪
農
に
励
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
、

続
い
て
、
地
元
の
神

石
地
域
酪
農
生
産
振

興
協
議
会
の
河
上
康

則
会
長
が
「
皆
さ
ん
、

よ
う
こ
そ
お
出
で
下

さ
い
ま
し
た
。
酪
農

は
や
は
り
仲
間
が
大

切
で
す
。
こ
の
管
内

に
こ
れ
だ
け
の
仲
間

が
い
る
こ
と
を
こ
の

交
流
会
で
感
じ
る
こ

と
が
出
来
て
大
変
嬉

し
い
で
す
」と
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

司
会
進
行
は
地
元

協
議
会
の
藤
井
鉄
男

さ
ん
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
、
初
出
席
の
岩

竹
重
城
組
合
長（
広

酪
）
は
酪
農
情
勢
を

交
え
て
広
酪
の
近
況

を
報
告
し
「
乳
価
交

渉
に
向
け
て
は
生
乳

生
産
者
の
皆
さ
ん
の
コ

ス
ト
を
抑
え
た
実
数
調

査
か
ら
根
拠
を
も
っ
て

行
動
し
た
い
。
こ
れ
に

は
生
乳
生
産
者
全
員
が

一
緒
に
な
っ
て
乳
価
交

渉
に
参
加
す
る
考
え
の

下
で
行
わ
な
け
れ
ば
成

就
し
な
い
。
ま
た
新
Ｔ

Ｍ
Ｒ
飼
料
は
安
価
で
良
質
な
飼
料
製
造
と
供
給
を
も
っ
て
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
出
し
て
貰
い
た
い
考
え
に
あ
る
。

そ
う
し
て
組
合
の
元
気
に
も
つ
な
げ
た
い
」と
し
て
、
乳
価
交

渉
に
向
け
た
協
力
と
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
懸
け
る
思
い
を
含

め
挨
拶
し
た
。続
い
て
、大
ホ
ー
ル
に
移
動
し
交
流
を
深
め
た
。

　

開
宴
に
先
立
ち
、
今
回
で
十
回
目
の
参
加
と
な
る
木
原
正

勝
社
長（
山
陽
乳
業
㈱
）が
良
質
乳
出
荷
へ
の
御
礼
を
交
え
て

乾
杯
発
声
し
懇
親
に
入
っ
た
。

　

今
回
は
地
元
協
議
会
の
粋
な
計
ら
い
で
、
子
供
神
楽
「
サ

ル
ダ
ヒ
コ
の
舞
」、「
八
岐
大
蛇
」、「
大
国
主
の
尊
」等
を
披
露

頂
き
、
大
蛇
三
匹
を
次
々
と
素
戔
嗚
尊
が
退
治
す
る
シ
ー
ン

で
は
大
人
さ
な
が
ら
の
演
技
力
で
会
場
が
大
い
に
沸
き
立
ち
、

中
で
も
「
大
国
主
の
尊
」に
扮
し
た
河
上
会
長
の
小
学
校
三
年

生
の
娘
さ
ん
、
一
年
生
の
女
の
子
が
テ
ー
ブ
ル
席
を
回
り
な

が
ら
福
の
神
の
紅
白
餅
を
配
っ
て
回
る
と
、
そ
の
可
愛
さ
と

一
生
懸
命
さ
に
参
加
者
一
同
、
目
尻
を
下
げ
た
。

　

閉
会
で
は
、
来
年
の
担
当
地
域
と
な
る
三
原
・
世
羅
地
区

を
代
表
し
て
玉
川
功
士
さ
ん
が
「
来
年
、
ま
た
元
気
な
顔
で

多
く
の
方
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」と
呼
び
か

け
、
管
内
交
流
会
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
祈
り
、
全
員
の
万

歳
三
唱
で
会
を
閉
じ
た
。

東部管内交流会 2/15　三和の森・神石高原ホテル
『
子
ど
も
神
楽
』で
よ
り
一
層
和
や
か
に

東
部
全
員
交
流
会
に
五
十
四
名
参
加

千代田酪農協議会 2/17　北広島町

　千代田町酪農協議会（会長　西原嘉一）は総会を開催し会員 5名が出席した。西原会長は「厳しい酪農状況で
はあるが互いに切磋琢磨し頑張ろう」と挨拶され、総会に上程した「平成 25 年度事業及び決算報告」、「平成 26
年度事業計画案」の各議案を承認した。総会終了後、広酪の鈴木道弘専務からは酪農情勢を報告し、この中で
新TMRセンター稼働に向けては、「会員から経営移譲を機
に新TMRの利用を検討している」、「老朽化した畜舎の改
築と併せて新TMR使用を考えている」との意見があった。
　懇親会では会員の他、北広島町の副町長をはじめ削蹄
師や家畜商ら 20 名が加わり意見交換を行った。当協議会
では「会員数の減少から北広島町で一本化した任意団体設
立を目指したい」とする意見があり各団体と協議を進める
こととした。

北広島町を一本化した組織作りを


